
液体
えきたい

を注
そそ

ぐために作
つく

られた注
そそ

ぎ口
くち

がある土器
ど き

を注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

と呼
よ

んでいます。展
てん

示
じ

室
しつ

には他
ほか

にもいろい

ろな注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

がありますよ。探
さが

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説 員
かいせついん

 

ハクちゃん 

ケンくん 

けんぱくものしりシート 

2020年
ねん

8月
がつ

 

考
こう

古
こ

― № 2 1 

見
み

て見
み

て！鳥
とり

の形
かたち

そっくりだよ。 

からだ全体
ぜんたい

が容
よう

器
き

になっているのね。 

空洞
くうどう

が鳥
とり

の目
め

に見
み

えるよ。 

モデルはどんな鳥
とり

かな？ 

尾
お

羽
ばね

が注
そそ

ぎ口
くち

になっているよ。 

容
よう

器
き

の中
なか

の液体
えきたい

を注
そそ

げるんだ。 

胴体
どうたい

について

いる線
せん

と線
せん

の

間
あいだ

には縄
なわ

目
め

もようがつい

ているよ。 

底
そこ

に穴
あな

が 2個
こ

あい

ているよ。※ア

スファルトを使
つか

って修
しゅう

理
り

したあ

とがあるんだ。 

 

尾
お

羽
ばね

が注
そそ

ぎ口
くち

になっているなんてきづかなかった！ 

※アスファルト：秋田
あ き た

～新潟
にいがた

の日
に

本
ほん

海
かい

沿
えん

岸
がん

や

北海道
ほっかいどう

の噴
ふん

火
か

湾
わん

等
など

の石
せき

油
ゆ

産
さん

出
しゅつ

地
ち

からとれる黒
くろ

いネバネバした物質
ぶっしつ

。

縄文
じょうもん

人
じん

は土器
ど き

や石
せっ

器
き

の

接
せっ

着
ちゃく

などに使
し

用
よう

した。 

 

鳥
と り

形
が た

注
ちゅう

口
こ う

土
ど

器
き

 

 

細
こま

かいところにもちゃんともようがあるんだね。 

盛
もり

岡
おか

市
し

氏 

こちらは盛
もり

岡
おか

市
し

繋
つなぎ

の萪内
しだない

遺跡
い せ き

から見
み

つかった 

今
いま

から約
やく

3400年前
ねんまえ

の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

の土器
ど き

です。 

土器
ど き

をよく観察
かんさつ

してみましょう。 

萪
しだ

内
ない

遺
い

跡
せき

 

 



参
さん

考
こう

にした本
ほん

『注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

の集成
しゅうせい

研究
けんきゅう

』雄山閣
ゆうざんかく

 2007年
ねん

/『いわて未
み

来
らい

への遺
い

産
さん

 遺
い

跡
せき

は語
かた

る 旧
きゅう

石
せっ

器
き

～古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

』 

岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

 2000年
ねん

 他
ほか

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

 一
いちの

関
せき

市
し

花
はな

泉
いずみ

町
ちょう

 

貝
かい

鳥
とり

貝塚
かいづか

出土
しゅつど

 

注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

 岩手町
いわてまち

 

豊
とよ

岡
おか

遺
い

跡
せき

出
しゅつ

土
ど

 

注
そそ

ぎ口
くち

がある土器
ど き

は世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

にみられますが、日本
に ほ ん

の縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

は世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

といわれています。縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

から現
あらわ

れて、後
こう

期
き

・晩
ばん

期
き

に多
おお

く作
つく

られ、弥生
や よ い

時代
じ だ い

には姿
すがた

を消
け

しました。東
ひがし

日本
に ほ ん

で多
おお

く見
み

つかっています。

中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わった「きゅうす」や「どびん」は江戸
え ど

時
じ

代
だい

中頃
なかごろ

から広
ひろ

まりました。形
かたち

はよく似
に

ていますが、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

とは関係
かんけい

ないようです。 

 

※「けんぱくものしりシート」の内
ない

容
よう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（9月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

歴
れき

史
し

－21だよ！ 

おたのしみに！ 

〒020-0102 34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 

※「けんぱくものしりシート」は解
かい

説
せつ

員
いん

が執
しっ

筆
ぴつ

しております。 

注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

ってどんな土器
ど き

？ 

どんなふうに使
つか

われたの？ 

色々
いろいろ

な説
せつ

があります。はじめは木
き

の実
み

のアク抜
ぬ

きや日常
にちじょう

の煮炊
に た

きに使
つか

われて

いたと考
かんが

える研究者
けんきゅうしゃ

もいます。次
し

第
だい

に小
こ

型
がた

化
か

し、縄
じょう

文
もん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

・晩
ばん

期
き

には

ていねいな装飾
そうしょく

や赤
あか

く塗
ぬ

られたものが登
とう

場
じょう

することから、山
やま

ぶどうなどの

果実
か じ つ

で作
つく

ったお酒
さけ

を入
い

れ、まつりやいのりの儀
ぎ

式
しき

など特別
とくべつ

な場
ば

面
めん

で使
つか

われる 

ようになっていったのではないかと考
かんが

えられています。 

アスファルトやうるしなどを接着剤
せっちゃくざい

として修
しゅう

理
り

したあとがあるものも 

見
み

つかることから、こわれても大切
たいせつ

に使
つか

い続
つづ

けられたのでしょう。 

たしか、土
ど

偶
ぐう

もまつりやいのりの時
とき

に使
つか

われたといわれているよね。 

注
ちゅう

口
こう

土器
ど き

も縄
じょう

文人
もんじん

の精
せい

神
しん

文
ぶん

化
か

と深
ふか

くかか 

わる貴
き

重
ちょう

な道
どう

具
ぐ

だったのかもしれませんね。 
 

https://1.bp.blogspot.com/--779YcNRCz4/Voze9rcg7wI/AAAAAAAA2eU/DCGzD5X-I9s/s800/fruit_grape_delaware.png

